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自己紹介

ワンクリックで
Kindle本入手
できます

多摩大学のルール形成戦略研究所客員教授
専門は国際標準の経営学。

いまでも国際標準の前線に立っている。

・IEC TC111（環境規格）前議長，CAGメンバー

・ACEA（環境諮問委員会）日本代表

・ISO TC268/SC1（スマートコミュニティ・インフラ）前議長、議長諮問会議 座長

・ISO TC 207（環境マネジメント）リエゾンエキスパート

・ISO TC323/WG2（サーキュラーエコノミー・ビジネスモデル）主査、

・ISO TC20／SC16（無人航空機）リーダー会議メンバー

・ISO TC34 （食品）エキスパート（災害食，フードロス関係）

・ISO TC 314（高齢社会） リエゾンエキスパート

・CENELEC（欧州電気標準委員会）オブザーバー、工学博士、技術士（情報工学）



企業の成長戦略から始めましょう



これからの時代に即した成長ベクトル

単独企業 エコシステム型

サイバー空間での価値創造

フィジカル空間での価値創造

従来ビジネス

新ビジネス
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事例 − デジタル出版

ダイレクト出版

著者 本屋 読者

完成された電子書籍

サイバー空間

出版社



エコシスムとルール形成について
カーボンニュートラルの歴史の振り返る
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国際条約 ISO／標準 産業政策 情報開示 格付け Finance

1990

2000

2010

2020

地球サミット

京都議定書

Carbonの
マネタイズ

パリ協定

COP 26

ISO 14067

(CFP)

GHG Protocol

Scope 3（企業）
CFP (製品）

ISO 14040

(Life Cycleを通じた排出)

仏，独

独

ISO 14001 (環境Mgt)
英

米

排出権取引

欧州

CBAM

(炭素関税）

欧州

Industry 4.0
欧州

GRI（環境報告）

英 (国際金融市場)

TCFD

G 20

CDP

（Carbon 

Disclosure 

Project)

英

Green Bond

英
Climate Bonds

Taxonomy

規則

欧州

ISO 14030

(Green Finance)

米

多数機関
投資家

欧米は気候変動をテーマにした
国際的エコシステムを作っている

米国 ZEV
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欧州型の産業政策の特徴

１．法律とルール形成を含めた社会の仕組みづくりで地域内産業の競争力を強化

一例：CBAM（Carbon Boarder Adjustment Mechanism）

排出原単位の低い域内サプライチェーン

排出原単位差に比例した
高額な関税

域内企業に還元

排出原単位の高い
域外サプライチェーン

２．法律→ Mandate → CEN/CLC（標準化団体）でカーボンフットプリント計算規格
策定→ ISO/IECで国際標準化

標準化を産業政策に活用している
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米国型の産業政策の特徴

１．法律とルール形成を含めた社会の仕組みづくりで米国のジャイアント企業の産
業競争力を強化

一例：ZEV（Zero Emission Vehicle）

カリフォルニア（2016）から他の州に拡大，バイデン大統領が「2030年
に新車販売の40から50%を電動化」に署名（2021）。ハイブリッド車は
2018年から除外された。

その後欧州も追従（2035年までに新車は100%EV）



今後の日本の成長戦略としての
ルール形成



「新しい資本主義」のあるべき姿（案）

世界時価総額ランキング平成元年 平成31年

どちらにも欧州
企業は少なく，
Shell 一社のみ

でも欧州の賃金
は伸びてるじゃ
ないか？

いま，GAFAMの
大合唱だが，日本
が目指すべきは
アメリカではなく
欧州型に近いので

はないか？
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今後の成長を実現するには

1. 国際的なエコシステムを主導し，国際条約（国連，OECD，WEF

など含む），国際標準（ISO等），各国および日本の産業政策，
企業の情報開示，企業格付，ファイナンスの全てにおいて統合
的な取り組みを展開する。

2. ルール形成におけるゲームチェンジを仕掛けて，過去に欧米
が作った枠組みを変化させる。



ルール形成の事例としての
スマートシティーの取り組み
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標準の活かし方

Type 1 互換性標準
o 要求事項のタイプ： 共通仕様の定義（オープン化）
o 活かし方： 周辺ビジネスの市場を拡大。Win-winで皆がもうける。

Type 2 ものさし（評価基準）標準
o 要求事項のタイプ： 品質，機能，性能等の評価方法や最低水準
o 活かし方： 安かろう悪かろうの市場競争を防止。適正なプロバイダ

の利益確保と顧客の適正な満足の確保。

Type 3 社会課題型標準
o 要求事項のタイプ： 特定の社会課題を解決するための解決策
o 活かし方： 社会に新しい市場を創生する
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プロバイダー

スマートシティーを産業エコシステムにすることを狙う

動機と競争の場 ニーズと認証

SC1発行
の規格

成長

成長
都市
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日本のリーダシップ
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ISO/TC 268

“Sustainable 

development in 

communities”

ISO/TC 268/SC 1の構造

ISO/TC 268/SC 1

“Smart community 

infrastructures”

WG 1

“Metrics”

WG 2

“Integration 

and 

interaction 

framework”

WG 3

“Smart 

transport-

tation”

WG 4

“Data 

exchange 

and sharing”

WG 5

“Power 

Plant”

WG 6

“Disaster

Risk

Reduction”

CAG
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SC1で発効した初期の規格例
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Type 3の成功事例
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Type 3の成功事例

火力発電所のオペレーションにおける環境対策を述べた規格
⇒集中遠隔コントロールセンターという新たな市場を拓く

JERA火力ISO，タイで実証（JETROの補助事業獲得）：
ISO 37160が発行されたことを受け，同規格の認証取得によるイ
ンセンティブを確認するためにの検証をタイで始めた。JERAのビ
ジネスチャンス拡大につながる。

火力発電所のプラントオペレーションへの要求事項と測定方法
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スマートシティーレファレンスアーキテクチャ（SCRA）

IEC SyC Smart Cities と ISO TC 268の間のJoint Workとして投票中



そしてSociety 5.0の国際標準化へ
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Society 5.0 の狙い

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度
に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を
両立する、人間中心の社会（Society）

縦割りの解消と
融合が鍵

企業間情報連携
というキーワード

サイバー空間を
活用した
産業エコシステム
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海外での評判も上々 (1)

23https://www.cdbb.cam.ac.uk/news/2018MayBlogTaylor
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海外での評判も上々 (2)

24
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海外での評判も上々 (3)

25

スロベニアでの
連立政権合意に
Society 5.0が盛
り込まれる
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内閣官房赤石審議官とのスロベニア訪問 （2019年11月4日）
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Society 5.0国際標準化を狙う

事業名：経済産業省 戦略的国際標準化加速事業

テーマ：高度なデータ活用の持続可能な社会への統合に関する
国際標準化

事務局：JSA（日本規格協会）とDTA（データ流通推進協議会）

2020年4月METIの準備委員会開始

タイトル：The Gap Analysis for Standardization on Sustainable and 
Human-centered Societies Enabled with Cyber Physical Systems

2020年8月 ISO IWA (International Workshop Agreement)認可

2022年に専門委員会（TC）設立提案
その後，複数の規格案を準備開始を計画
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Society 5.0 IWA 39 への世界の反応
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IWA 39で支持が多かったコンセプト

1. 我慢しない（人間中心）でサステナブルを実現
→ Human-centered transition for sustainability

2. サプライチェーンではなくバリューネットワーク
→ Industry 4.0 v.s. 平等な産業エコシステム

3. SDGｓの中で両立しにくいGoalsの解消を目指す
→ Issue linkagesの解消 （豊かさと省資源など）

これらをサイバー空間とフィジカル空間の融合（CPS）
でどう解決すべきかを検討すること。
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